
共

栄

上

野

義

光

さ

ん

広
常
麻
橋
キ
サ
ホ
さ
ん

柳

増

田

フ

ク

エ

さ

ん

ご
め
い
ふ
く
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

お
誕
生
日
お
め
で
と
う

上
鹿
野
川
中
岡
信
幸
さ
ん

長
男
誠
ち
ゃ
ん

大
野
孝
道
さ
ん

長
女
結
香
ち
ゃ
ん

安
川
公
明
さ
ん

長
女
忍
ち
ゃ
ん

協

生

上
鹿
野
川

発行 肱川町広報委員会 第 58号

昭和53年
人 ロ 男 2,017人

女 2,080人

計 4,097人

、2月
世帯数

1, 109世帯

(53.1. 31現在）
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¥ヽ.

よ
り
か
ら
、
お
よ
そ
三
七

0
点

が
寄
せ
ら
れ
、
目
を
み
は
る
よ

う
な
、
生
き
生
き
と
し
た
力
作

が
会
場
い
っ
ぱ
い
に
並
び
ま
し

こ。f
 

肱
川
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

で
は
、
一
月
二
十
七
日
か
ら
二

十
九
日
ま
で
、
肱
川
町
公
民
館

に
お
い
て
、
趣
味
の
作
品
展
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
作
品
展
は
、
毎
年
愛
媛
寒
い
時
期
で
し
た
が
、
さ
い

誓
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
主
催
わ
い
好
天
に
恵
ま
れ
、
会
場
へ

し
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
は
、
遠
く
西
宇
和
郡
や
八
幡
浜

今
年
は
、
松
山
市
、
今
治
市
な
そ
し
て
東
宇
和
郡
か
ら
も
大
勢

ど
五
つ
の
会
場
に
分
か
れ
て
実
の
方
々
が
観
覧
に
こ
ら
れ
、
展

施
さ
れ
ま
す
が
、
肱
川
町
は
、
示
会
は
、
連
日
大
盛
況
を
き
わ

県
内
の
各
会
場
に
さ
き
が
け
て
、
め
ま
し
た
。

最

初

に

行

わ

れ

ま

し

た

。

ま

た

、

展

示

会

最

終

日

の

二

作
品
は
‘
八
幡
浜
管
内
二
市
十
九
日
に
は
、
午
後
一
時
か
ら

三
郡
の
、
約
三
六

0
の
老
人
ク
入
賞
者
の
表
彰
式
と
肱
川
町
健

ラ
ブ
や
、
老
人
福
祉
施
設
、
ま
康
優
良
老
人
の
表
彰
式
が
合
せ

た
一
般
の
六

0
オ
以
上
の
お
年
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

展
示
会
の
入
賞
者
六
三
人
の

皆
さ
ん
に
は
、
知
事
賞
、
県
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
賞
、
そ
し

て
、
肱
川
町
健
康
優
良
老
人
二

十
四
人
の
皆
さ
ん
に
は
肱
川
町

長
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
会
場
い

っ
ぱ
い
に
つ
め
か
け
た
観
覧
の

皆
さ
ん
か
ら
大
き
な
拍
手
で
祝

福
を
受
け
ま
し
た
。

ス
ル
メ
と
頭
は
、
か
め
ば
か

む
程
味
が
出
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

お
年
よ
り
に
と
っ
て
も
、
ま
た

私
達
に
と
っ
て
も
、
一
番
い
け

な
い
こ
と
は
、
何
も
し
な
い
で

ボ
ン
ヤ
リ
し
て
い
る
こ
と
で
は

な
い
で
し
よ
う
か
。

人
生
に
停
年
は
あ
り
ま
せ
ん
。

生
き
て
い
る
か
ぎ
り
、
毎
日
や

ら
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
沢
山
あ

り
ま
す
。
家
事
、
仕
事
、
勉
強
‘

趣
味
、
社
会
奉
仕
な
ん
で
も
結

構
で
す
。

趣
味
の
作
品
展
は
、
お
年
よ

り
の
多
く
の
皆
さ
ん
が
長
い
人

生
を
か
け
て
培
っ
て
き
た
技
術

や
生
活
、
文
化
等
を
紹
介
し
た

ば
か
り
で
な
く
、
そ
れ
は
お
年

よ
り
の
意
見
発
表
の
場
で
あ
り
、

ま
た
今
後
の
町
づ
く
り
の
た
め

に
、
き
わ
め
て
貴
重
な
ヒ
ン
ト

を
あ
た
え
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と

を
、
み
の
が
す
わ
け
に
は
ゆ
き

ま
せ
ん
。

旱
響
に
い
-
い
害

喜
ひ
い
『
は
い

~/ 

亀

ヽ｀
 

表彰式は会場いつばいに人．人．人

5 4 3 2 1 等級

7 日月1 月3月6 死

以以 以以 亡
上上 上上
1 3 6の

; 月；月 未満月 医師の

の の
喜の ？ 治

医師 医師

のの
治の 要す

バ̀‘ムコ •I‘ム口

療を療を？る
要す 要す ，誓
るる る
傷圭にコ 傷圭C 誓

7 
万 1

万8o 金額1 3 5 5 
万万

千円 万円
円 円 円

い
つ
、
ど
こ
で
、
だ
れ
が
事

故
に
あ
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。•

そ
の
時
の
用
心
に
、
大
人
も

こ
ど
も
も
み
ん
な
そ
ろ
っ
て
加

入
し
ま
し
ょ
う
。

災
害
見
舞
金

、
町
内
の
方
な
ら
だ
れ
で
も
加

入
で
き
ま
す
。
二
月
の
常
会
に

申
込
み
を
し
て
下
さ
い
。

掛
金
は
、
大
人
六

0
0円、

中
学
生
以
下
二
五

0
円
で
す
。

入
学
の
通
知
は
届
き
ま
し
た
か

就
学
の
義
務
に
つ
い
て
は
‘
日
本

国
憲
法
・
教
育
華
本
法
・
学
校
教
育
法

な
ど
多
く
の
法
律
で
定
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

そ
の
就
学
義
務
を
負
う
の
は
‘
就

学
す
る
子
女
自
身
で
は
な
く
保
護
者

で
あ
り
ま
す
か
ら
、
保
護
者
に
入
学

の
通
知
を
い
た
し
ま
す
が
、
も
し
通

知
が
と
ど
い
て
い
な
い
時
は
、
教
育

委
員
会
ま
で
申
し
出
て
下
さ
い
。

今
年
の
小
学
校
入
学
児
童
は
、
昭

和
四
十
六
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
四

十
七
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
れ
た
者

と
、
中
学
校
の
入
学
生
徒
は
昭
和
四

十
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
四
十
＿
年

四
月
一
日
ま
で
に
生
れ
た
者
で
す
。

働
き
な
が
ら
古
四
校
卒
業
の
資
格
を

ー
松
山
東
高
校
通
信
制
課
程
ー

働
き
な
が
ら
学
ぶ
勤
労
青
少
卒
業
見
込
み
の
者
、
並
び
に
こ

年
や
、
靡
従
事
の
か
た
わ
ら
れ
と
同
等
以
上
に
学
力
が
あ
る

高
校
卒
業
の
資
格
を
得
よ
う
と
と
認
め
ら
れ
た
者
。

す
る
人
た
ち
が
年
々
増
え
て
い
◎
出
願
期
間

ま

す

。

第

一

次

…

三

月

一

日

か

ら

三

こ

の

よ

う

な

人

た

ち

の

た

め

月

三

十

一

日

ま

で

に
、
年
令
や
性
別
に
制
限
な
く
第
二
次
…
四
月
一
日
か
ら
四

揚

所

や

時

間

に

も

あ

ま

り

拘

束

月

二

十

二

日

ま

で

さ
れ
な
い
で
学
習
で
き
る
高
校
※
入
学
許
可
は
書
類
審
査
で
決

教
育
機
関
で
あ
る
通
信
制
の
課
定
し
入
学
選
考
料
、
教
科
書
代

程
が
、
本
県
で
は
松
山
東
高
校
も
無
償
に
な
り
ま
す
。

に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
く
わ
し
い
教
育
内
容
の
問
い

現
在
七
七
五
人
が
在
籍
し
、
合
せ
や
入
学
願
書
の
申
込
み
先

十
五
オ
か
ら
七
十
オ
ま
で
の
幅
は
次
の
と
お
り
で
す
。

広
い
年
令
層
の
人
た
ち
が
学
ん
〒
七
九

0

.

で
い
ま
す
。
生
涯
教
育
の
場
「
松
山
市
持
田
町
二
丁
目

通
信
教
育
」
を
受
け
て
み
ま
せ
愛
媛
県
立
松
山
東
高
等
学
校

通
信
制
課
程
事
務
所

ん
カ

◎
出
願
資
格

6
（松
山
）
四
三
ー
0
一
八
七

中
学
卒
業
者
ま
た
は
本
年
度

令
年
も
蓄
ん
な
交
通
災
害
共
済
に
”
~

猛なと在ぅ望ら蓋雲猛曹〗ぢ鳥；且晶）｝ 棗屠靡旦盃］〈◎→き闊ド臭ぢ、：内：塁こ鸞走人喜 1集音マイク I雀姿励ーの狭彫民鷹長が食大転敵全 更 の の‘車がほ‘ ひ 元 九 イ さ 、I星内の認チた沿 ー 1 手身お◎ら椎家◎

人 §呈已晶し嬰夏長夏胃嘉と、原腐阻多贔羹胃屈髯； ；ょ~ 贔畠？ ？圏品反；亙~喜こ凰己〗拿 i 亨喜毘且贋
趣 浮 人 はに展ど蓋薔 iま の 人 目積は 1 調ででき間しらわ が 間和 I 化活無いはノ、川事..__,,

の精驚示 国変 口標 を九ル整契はる中各はし
近にり亮り雨を

閃 ぶ生魂嘆さモに全頭
講‘ 尚と おを 躍線声が人駅始となは始 をでつ

化増゜ 三州 がは 省初 無い 分ひ ょ の唐い期゜ク援んか伝..__,,め町-まめ 元異<
よき.__

岱 つ生め作 観 点 ‘
れ 0 は 甕県にに米 の割当色め線つ団じう 履 賃 こ の 主 待 健ラとば出に 嘉tすよ 日常つ

できて品 覧が
手 夕 よとの 固 全 当 町 て通でとカ~ぼ 漏寺と仏人へ康プ拍れ場は 訓カ~自＾ 早発て

墨しと創の 者 と 芸 ネ
町るも生 続水てへ 完 信 も 消 わ っ 成のば典公格マ も 壬 （ し 九 ら分事 々生い

;、 1肖な産け田。二 傭が迅防し゜ 人楢をか自..__,,ラ状 カチ 丞着自を かのる

「大切に」運動 3月の目標 ‘‘伝統の生きる町、、
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「
消
防
」
と
い
う
言
葉
を
聞
く
と
誰
も
が
一
種
独
特
な
も
の
を
感

じ
、
体
内
を
熱
く
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
一
朝
事
あ
る

時
は
、
仕
事
を
放
り
出
し
、
夜
道
も
か
ま
わ
ず
走
り
集
っ
て
来
る
。

こ
れ
を
「
消
防
精
神
」
と
言
っ
て
皆
が
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

日
本
消
防
の
起
源
は
、
三
五

0
年
前
の
江
戸
時
代
と
言
わ
れ
、

又
、
当
町
の
組
織
は
大
正
三
年
月
野
尾
に
消
防
組
が
出
来
た
の
が

最
初
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

若
者
が
ハ
ッ
ピ
に
命
を
か
け
‘
-
O
B
連
が
後
輩
の
一
挙
手
一
投

足
に
鋭
い
目
を
向
け
、
温
い
助
言
を
し
て
い
る
光
景
は
頼
も
し
い

限
り
で
す
。

こ
の
世
知
辛
い
、
物
欲
の
往
行
す
る
現
代
に
こ
の
「
消
防
精
神
」

が
永
く
廃
た
ら
ず
、
増
々
旺
盛
に
な
っ
て
来
て
い
る
の
は
な
ぜ
で

し
ょ
う
か
。
郷
土
愛
、
そ
れ
が
第
一
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で

し
ょ
う
が
、
や
は
り
、
そ
こ
に
あ
る
I
f
節
度
“
I
f
規
律
“
I
f
奉
仕
“
と
い

っ
た
言
葉
、
行
為
が
人
間
の
魂
を
く
す
ぐ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
又
、
厳
し
い
訓
練
の
後
、
職
業
、
年
令
等
を
超
え
等
し
く

ひ
ざ
を
交
じ
え
、
話
題
の
交
換
が
で
き
る
こ
と
ー
そ
れ
は
人
格
形

成
の
絶
好
の
場
と
も
な
っ
て
来
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

郷
土
愛
。
フ
ラ
ス
人
格
形
成
の

場
と
し
て
の
消
防
は
今
後
増
々

重
要
と
な
る
で
し
ょ
う
。

今
月
は
、
こ
う
し
た
消
防
人

が
町
民
の
安
全
を
願
い
日
夜
献

身
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
町

は
如
何
に
対
処
し
、
町
民
は
如

何
に
す
べ
ぎ
か
を
考
え
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

①肱川町消防団組織図

（分団長）

（副 II)

（班長）

（団員）

第 1分団
(60人）

冨永武治

金野翌

（部長） 1神井恵一郎
堀井一男

6 人

50人

第 2分団
(25人）

渡辺弘努

下右勲

谷田善和

町長＊里予

誓
芦
門

第 4分団
(54人）

萬願寺清

中田勇男

土居貞丸
沖 浦 賢 嗣

5 入

45人

央
谷
谷
川
林

和
子

中
岩
大
宇
予

1
2
3
4
5
 

第
第
第
第
第

第 5分団
(42人）

右田 イ呆

東吉徳

滝野寿満

2 人

20人

4 入

35人

組
織
と
活
動
の
現
況

組
織
は
、
町
内
を
五
分
団
に

し
、
団
長
以
下
二
三
七
人
の
団

員
か
ら
な
っ
て
お
り
（
表
①
参

照
）
、
火
災
の
予
防
、
団
員
の
養

成
、
施
設
の
充
実
を
団
活
動
の

三
本
柱
と
し
、
住
民
の
生
命
、

身
体
及
び
財
産
の
保
護
と
水
・

火
災
等
の
災
害
防
除
に
全
力
を

尽
し
て
お
り
ま
す
。

火
災
の
予
防

＂
消
す
こ
と
よ
り
も
出
さ
ぬ
こ

と
“
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
毎
月
十

日
、
二
十
日
、
三
十
日
の
三
回

機
械
班
に
よ
り
、
機
械
器
具
の

点
検
と
合
せ
て
管
内
を
巡
回
、

火
災
予
防
を
呼
び
か
け
る
他
、

春
、
秋
の
火
災
予
防
運
動
期
間

に
は
全
分
団
の
積
載
車
に
よ
る

町
内
パ
レ
ー
ド
で
火
災
予
防
の

喚
気
を
促
し
て
い
ま
す
。

又
、
昨
年
の
防
火
デ
ー
に
は

各
戸
の
火
気
点
検
を
行
い
、

表
②
の
危
険
箇
所
に
つ
い
て
は
、

文
書
を
も
っ
て
警
告
し
て
お
り

ま
す
。団

員
の
養
成

数こそ少ないが厳粛な規律と 士気・精神は県下でも有名。

消
防
は
厳
正
な
規
律
と
適
確

な
行
動
が
要
求
さ
れ
ま
す
。
そ

の
要
求
に
適
応
す
る
た
め
に
は

日
常
の
訓
練
に
よ
る
基
礎
づ
く

り
が
大
切
で
あ
り
、
春
、
夏
、

冬
の
訓
練
の
他
、
各
分
団
で
の

訓
練
も
行
い
、
非
常
時
に
備
え

て
い
ま
す
。
又
、
県
の
消
防
学

校
へ
は
年
約
十
人
の
者
が
入
校

し
現
在
修
了
者
は
一
三
一
人
と

県
下
で
も
上
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
、

団
員
の
熱
意
と
町
の
姿
勢
を
理

解
い
た
だ
け
る
も
の
と
思
い
ま

す。施
設
の
充
実

一
旦
発
生
し
た
火
災
を
最
少

限
度
に
く
い
止
め
る
の
が
消
防

の
力
で
あ
り
ま
す
が
、
山
と
谷

②52防火デー火気点検結果表

云 第1第2第3第4第5 計

煙突不良 5 6 3 3 17 

II 傘なし 3 1 4 

II ヒピ討れ 1 11 12 3 27 

II 屋根に接着 4 3 7 

＊プーロパス不ン良 2 1 2 5 

カマド不良 1 2 3 

風呂場不良 2 2 

計 11 1 25 20 8 65 

の
当
町
で
は
思
う
に
ま
か
せ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
よ
り
そ
れ
に

近
づ
け
る
た
め
、
表
③
の
よ
う

に
機
動
化
を
図
っ
て
き
ま
し
た

五
十
二
年
度
に
は
、
待
望
の
無

線
装
置
の
導
入
が
で
き
、
今
ま

で
現
場
と
役
場
と
の
連
絡
が
不

充
分
で
あ
っ
た
も
の
が
、
今
後

は
こ
れ
に
よ
り
適
確
な
状
況
把

握
が
で
き
迅
速
な
判
断
が
可
能

と
な
り
ま
す
。

尚
、
こ
れ
ら
消
防
団
の
施
設

だ
け
で
な
く
。
地
区
の
防
火
水

そ
う
、
消
火
栓
施
設
も
施
設
配

置
図
の
と
お
り
年
々
充
実
さ
れ

て
ぎ
ま
し
た
が
、
未
だ

一
部
水

利
の
不
便
な
地
区
も
あ
り
、
そ

の
地
区
に
つ
い
て
は
、
今
後
積

極
的
に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
お

頼
い
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

特
に
専
用
消
火
栓
施
設
は
県

下
で
第
一
号
を
記
緑
し
た
当
町

で
あ
り
、
又
、
師
走
野
火
災
、

森
火
災
に
そ
の
偉
力
を
発
揮
し

た
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
、

今
後
も
大
い
に
取
り
入
れ
て
充

実
し
た
い
施
設
で
す
。

昭
和
四
十
七
年
に
、
団
体
営
土
地
改
良
事
業
で
新
設
し
た
農
道

大
駄
場
線
も
、
現
在
で
は
町
道
一
級
線
と
な
り
、
ダ
ム
サ
イ
ト
を

走
る
県
道
肱
川
公
園
線
に
比
べ
、
カ
ー
ブ
が
少
な
く
傾
斜
も
ゆ
る

＜
、
危
険
箇
所
が
少
な
い
等
か
ら
、
予
子
林
地
区
と
鹿
野
川
を
結

ぶ
重
要
な
路
線
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
で
は
昭
和
五
十
年
か
ら
、
舗
装
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

第

一
期
（
五
十
年
度
）
ニ
ニ
〇
訂
、
第
二
期
（
五
十
一
年
度
）
で
三
〇

O
Mを
施
工
し
、
今
年
度
は
一
千
万
円
の
事
業
費
で
延
長
八
八
〇

M
を
五
十
二
年
七
月
二
十
八
日
着
手
し
、
こ
の
程
完
成
し
ま
し
た
。

今
年
度
完
了
し
た
予
子
汰
農
道

9
合
せ
て
、
残
り
―
―
五

O
M

は
引
き
続
き
五
十
三
年
度
で
施
工
し
全
線
完
了
す
る
計
画
で
す
。

舗装工事進む大駄場線

舗装なった大駄場線

ぃ支ていヒーロリ量嗣を だ激

状ど頭ン
火つ Rす。

はこと性せ
症な咽夕 安てきせこきんき、のき

がの炎をた
に はきれ出だ ガは

す初‘と
せ す病‘ではそよあスつ

す期喉も
き る気そす‘ううるなめ

こをのがいとないどた
め の 頭 ゎ II と見状‘わしとはをい
ばこ炎なコ が分態病ばてき異吸空
、‘日
血と でけに気有出‘物い気

；彦督苫 t 言合も塁嬰主責氣え芦
せ
き
に
な
り
ま
す
。

長
い
間
、
乾
い
た
せ
き
が
続

く
と
き
は
‘
肺
結
核
、
中
年
す

ぎ
の
人
は
肺
が
ん
が
疑
わ
れ
ま

す
。
検
査
を
受
け
て
下
さ
い
。

せ
き
こ
ん
で
、
息
が
つ
ま
り

そ
2
は
り
ぃ
れ
ん
性
の
せ
き
は

百
日
咳
か
気
管
支
ぜ
ん
そ
く
で

す。
湿
っ
た
せ
き
1

1

ゴ
ホ
ン
ゴ
ホ

ン
と
い
う
タ
ン
を
と
も
な
つ
せ

き
で
す
。
か
ぜ
や
気
管
支
炎
の

時
に
出
る
せ
き
で
す
が
、
タ
ン

に
よ
っ
て
病
気
の
診
断
が
あ
る

程
度
つ
き
ま
す
か
ら
、
よ
く
観

察
し
て
、
医
師
に
知
ら
せ
ま
す
。

乾
い
た
せ
き
と

湿
っ
た
せ
き

一
・ペ
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(3)広報ひじかわ

出初式におけるハシゴ操法の披露

珀消防出初式

次
に
、
消
防
団
本
来
の
活
動

の
場
で
あ
る
火
災
は
、
昭
和
五

十
一
年
に
全
国
で
の
発
生
件
数

六
二
、三

0
四
件
、
死
者
は

一
、

六
四
八
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

又
、
昭
和
五
十
二
年
上
半
期
は

前
年
同
期
に
比
べ
、
発
生
件
数

で
二
＂
五
％
、
死
者
数
は
二
九
・

三
％
と
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま

す。
こ
れ
に
よ
る
と
日
本
の
ど
こ

か
で
八
分
二
六
秒
ご
と
に
火
災

が
発
生
し
、
毎
日
三

O・

二
人

が
死
傷
し
、
四
億
四
千
万
円
余

の
財
産
が
灰
に
な
っ
て
い
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

現
代
は
社
会
情
勢
の
変
化
で

「
火
」
も
多
種
多
様
と
な
り
‘
火

災
の
発
生
す
る
機
会
は
増
大
し
、

消
火
施
設
の
充
実
、
消
防
団

の
資
質
向
上
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
そ
れ
よ
り
も
大
切
な
こ
と

は
「
使
う
火
を
消
す
ま
で
離
す

な
目
と
心
」
の
と
お
り
、
ひ
と

り
ひ
と
り
が
火
事
を
出
さ
な
い

心
掛
け
と
、
「
し
て
は
い
け
な
い
。

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
の
法

律
を
守
る
こ
と
で
す
。

先
ず
火
災
の
八
十
％
は
失
火

昭
和
五
十
三
年
消
防
出
初
式

は
二
月
十
一
日
、
県
知
事
（
代

理
）
他
多
数
の
来
賓
を
迎
え
、

は
し
ご
操
法
の
妙
技
、
迅
速
正

確
な
ポ
ン
プ
操
法
を
披
露
す
る

な
ど
盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

功
績
、
永
年
勤
続
等
で
表
彰

さ
れ
た
者
は
、
後
記
の
と
お
り

で
す
。尚

、
そ
の
席
上
、
人
命
救
助

に
よ
り
大
谷
小
四
年
生
、
川
本

あ
け
み
さ
ん
、
同
三
年
生
香

川
和
美
さ
ん
が
大
洲
警
察
署
長

か
ら
、
又
、
消
防
活
動
で
菟
野

尾
冨
氷
悦
子
さ
ん
が
町
長
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
感
謝
状
が
贈
ら
れ

そ
の
功
績
を
称
え
ら
れ
ま
し
た
。

愛
媛
県
知
事
表
彰

第
五
分
団
（
一
人
）

分

団

長

石

田

愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰

0
功
績
章
（
一
人
）

本
部

副

団

長

三

好

一

男

〇
勤
続
章
（
五
人
）

第
一
分
団

副

分

団

長

金

野

翌

第
五
分
団

副

分

団

長

東

吉

徳

第
一
分
団

部

長

神

井

恵

一

郎

第
四
分
団

部

長

沖

浦

賢

嗣

第
五
分
団

部

長

滝

野

寿

満

喜
多
郡
消
防
団
連
合
会
長
表
彰

（
十
二
人
）

第
二
分
団

保

皆
さ
ん
へ
の

お
願
い

23アJ
町民の生命•財

〔消防施設配置図
〇 内の数字は設置年度を示す〕

一
旦
発
生
す
る
と
被
害
は
甚
大

と
な
り
ま
す
。

下小藪防火水そう 40m'⑮----

と
い
う
こ
と
か
ら
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。
当
町
の
五
十
二
年
の

火
災
発
生
は
表
④
の
と
お
り
で

す
が
、
風
呂
場
の
煙
突
の
ヒ
ビ

割
れ
、
椎
茸
乾
燥
場
の
出
火
等
、

消
防
人
に
頼
る
前
に
「
火
を
使

う
者
」
が
心
掛
け
て
お
れ
ば
防

げ
た
も
の
ば
か
り
で
す
。

昨
年
の
防
火
デ
ー
の
火
気
点

検
で
一
番
多
い
の
は
、
煙
突
の

ヒ
ビ
割
れ
で
す
。
一
応
警
告
の

文
書
を
出
し
て
お
り
ま
す
が
、

大
事
に
な
る
前
に
改
善
す
る
心

が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

F

自

分
で
予
防
す
る
」
大
切
さ
を
考

え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

下小藪消火栓 075 I, 002 m 11ヶ所＠
，，， ― 

上小薮防火水そう 20m'@三 4m5→［五》
中小藪消火栓 562.8 mJlヶ所 ⑮

' -—• 市小藪陸火水そう 2o m• ⑮

I~ 

広常防火水そ

065-75 392 m 3ヶ所

2om• @ 

月

B

3
月
1
2
B

3
月
2
0
B

7
月

1
7
B

8
月
1
5
B

9
月
2
3
B

浅

野

卓

磨

松

田

行

雄

兵

頭

政

則

後

藤

忠

高

田

政

徳

西

山

輝

重

山
内

吉
晴

上

岡

茂

兵

頭

春

雄

竹中
内岡

和
義博

谷

田

善

和

す。
次
に
、
法
を
守
る
こ
と
で
す

が、

一
定
以
上
の
建
物
、
人
の

出
入
り
の
多
い
場
所
、
危
険
物

を
取
扱
う
施
設
等
は
法
律
に
よ

り
規
制
を
受
け
ま
す
。
防
火
管

理
者
、
危
険
物
取
扱
者
は
、
そ

の
職
務
を
よ
く
自
覚
し
、
「
災
害

予
防
」
に
努
め
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら

e
讀

先
に
も
の
べ
た
よ
う
に
火
は

多
種
多
様
と
な
り
、
＂
予
防
“
も

fl

消
火
“も
難
か
し
い
時
代
と
な

り
ま
し
た
。

部
長

第
一
分
団

班
長

班
長

第
三
分
団

班
長

第
四
分
団

班
長

第
一
分
団

団
員

第
三
分
団

団
員

団
員

団
貝

団
員

第
四
分
団団

員

第
五
分
団

団
員

宮
川

満
三
十
年
を
迎
え
た
「
自
治
消

防
」
は
今
後
増
々
予
防
消
防
へ
移

行
す
る
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
又
、

国
道
五
十
六
号
線
の
政
良
等
で
救

急
業
務
も

一
段
と
充
実
が
要
求
さ

れ
る
で
し
ょ
う
。
現
有
体
制
の
よ
り

強
固
な
団
結
と
装
備
の
充
実
を
図

る
一
方
、
近
隣
市
町
村
と
の
連
携

を
深
め
る
こ
と
に
よ
り
近
代
化
へ

の
道
を
歩
み
、
今
後
と
も
、
町
民

か
ら
信
頼
さ
れ
る
「消
防
団
」
、
青

壮
年
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て

の
「
消
防
団
」
を
団
員
の
皆
さ
ん
の

尚
一
層
の
ご
協
力
に
よ
り
永
続
し
、

発
展
さ
せ
た
い
も
の
で
す
。

④

52
年
火
災
発
生
状
況

パ

□し
い
[
[
い
燥
機
焼
撚

ー

店

舗

一

昴

損

焼

滝

山

工

事
現
場

一
邸
損
焼

森

刷

判

判

剥

大

平

悧

引

針

剥

肱
川
町
長
表
彰
(
+
二
人
）

第
一
分
団

団
貝

団
員

第
二
分
団

団
員

第
三
分
団

団
員

団
員

団
員

団
貝

団
員

団
員

団
員

第
四
分
団

団
員

第
五
分
団

団
員

泉 井
上

水
池

三
浦

寺
中

岩
田

山
本

今
宮

熊
男

福
男

雅菊忠 国 重 秋
司 雄義勇利徳雄

藤
高

清
満

和
気

森
岡

俊
博次

原

過
熱

ガ
ソ
リ

ン
に
引
火

漏
電

?
．
 

煙

が
大

tFL割
5
わ
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田
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森消火栓 0so-JS798 m 9ヶ所

③設備・装備一覧表
II吉 1:1 ス 鰍
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コ
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I 卜

26 

5 各10 
第

16 1 1 3 3 1 3 31 3 1 -
m' 対

各 第
53 1 3 10 1 2 4 2 2 24 3 1 2 
m' 対

翠替立 1 

各
第

3 10 1 2 3 2 1 39 3 1 3 
対

3 各10 
第

53 1 1 2 5 2 2 26 3 1 4 
m' 対

3 1各0 
第

53 1 1 3 7 1 3 48 3 1 5 
m' 対

5 17 5各0 5 12 22 8 11 168 15 5 計

今
年
は
第
四
分
団
が
出
場

1

1
胚
”
地
区
消
防
操
法
大
会

1

1

「幼
児
教
育
、
こ
と
に
3
歳
児
、

4
歳
児
の
教
育
に
よ
っ
て
は
脳

の
発
育
に
大
き
く
影
響
す
る
」

と
い
う
大
脳
生
理
学
の
定
説
、

わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
と
、

次
の
よ
う
に
な
る
。

生
ま
れ
た
と
き
の
、
人
間
の

脳
の
重
さ
は
四

0
0名
だ
が
、

生
後
6
ヵ
月
で
み
る
み
る
重
く

な
っ
て
二
倍
と
な
り
、

7
.
8

歳
で
は
大
人
の
重
さ
の
九
五
％

に
達
す
る
。
脳
が
大
き
く
重
く

な
る
と
い
う
の
は
、
具
体
的
に

は
脳
細
胞
が
か
ら
み
あ
い
、
複

雑
に
配
線
化
し
て
い
く
と
い
う

こ
と
。

(
A
図）

「
頭
が
い
い
」
と
は
、
こ
の
配

線
が
脳
に
正
し
く
定
着
し
、
つ

ね
に
活
発
に
活
動
し
て
い
る
状

大
脳
生
瑣
学
と
幼
児
敦
育

『
大
閾
に
』
遍
●
3
月

e昌
欄態

の
こ
と
。

B
図
を
見
れ
ば
す
ぐ
わ
か
る

よ
う
に
、

2
歳
児
あ
た
り
か
ら

こ
の
配
線
、
見
に
み
え
て
複
雑

化
し
て
い
く
。

「
3
.
4
歳
児
の
教
育
が
大
切
」

と
い
う
の
は
、
こ
の
時
期
こ
そ

督
構
造
が
本
格
化
し
て
い
く

時
期
な
の
で
、
正
し
い
配
線
化

が
絶
対
に
必
要
と
い
う
わ
け
。

な
ぜ
な
ら
ば
「
一
度
ま
ち
が

っ
て
配
線
化
さ
れ
る
と
、
そ
れ

を
ほ
ぐ
し
て
別
の
配
線
に
す
る

こ
と
は
非
常
に
困
難
」
と
い
わ

れ
て
い
る
か
ら
だ
。

「
三
つ
子
の
魂
、
百
ま
で
も
」

と
い
わ
れ
る
よ
う
に

「幼
児
期

の
脳
に
植
え
つ
け
ら
れ
る
配
線

は
一
生
を
決
定
す
る
」
く
ら
い

の
力
を
も
っ
て
い
る
の
だ
。

隔
年
開
催
の
大
洲
喜
多
地
区
消
防
操
法
大
会
は
、
今
夏
大
洲
市

に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
が
、
今
回
は
、
第
四
分
団
が
出

場
す
る
た
め
昨
年
か
ら
出
場
選
手
五
人
（
補
欠
一
人
を
含
む
）
を

決
定
し
、
練
習
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。
後
援
会
の
方
を
は
じ
め
町

民
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
御
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

0
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o

o

o
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図。
土
扇
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↓碑叶ばにェ塁
d
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（時実利彦著「脳と保育」より）

よ
い
伝
統
を
守
ろ
う

属
土
を
大
切
に

祖
先
を
敬
お
う
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〇
乳
児
健
康
相
談

と
き

三
月
八
日

午
後

一
時
ー
三
時

と
二
ろ
肱
川
町
公
民
館

〇
妊
婦
検
診

と
き

三
月
十
日

午
後
一
時
ー
三
時

と
こ
ろ
肱
川
町
公
民
館

0
女
性
の
貧
血
検
査

と
き
三
月
十
日

午
後

一
時
ー
三
時

と
こ
ろ
肱
川
町
公
民
館

．

検

査

料

無

料

0
行
政
相
談

と
き
三
月
五
日
同

九
時
1
十
六
時

き

ろ

肱

川
町
公
民
館

0
人
権
法
律
相
談

と
き
三
月
十
五
日
困

十
時
1
十
五
時

肱
川
町
公
民
館

と二ろ

，
 

(
）
 

文
部
省
で
は
、
政
府
の
文
教

施
策
に
つ
い
て
、
広
く
一
般
国

民
か
ら
批
判
、
意
見
、
要
望
を

聞
い
て
文
教
行
政
の
参
考
に
す

る
た
め
教
育
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

し
て
お
り
ま
す
。

モ
ニ
タ
ー
の
主
な
仕
事
は
、

文
部
省
か
ら
送
ら
れ
る
文
書
に

意
見
な
ど
記
入
し
て
回
答
す
る

こ
と
と
、
文
教
行
政
に
対
ず
る

意
見
や
要
望
な
ど
あ
る
場
合
に

春の火災予防運動
2月28日

s 
3月13日

随
時
に
送
る
こ
と
で
す
。

◎
応
募
資
格

教
育
に
つ
い
て
関
心
が
あ
り

教
育
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
の
仕
事

に
熱
意
を
も
つ
年
令
二
十
歳
以

上
の
日
本
国
民
で
す
が
、
次
の

方
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

※
国
会
議
員
、
地
方
公
共
団
体

の
議
会
議
員
。

※
常
勤
の
国
家
、
地
方
公
務
員
。

（
た
だ
し
校
長
・
教
員
は
可
）

二
月
二
十
八
日
ー
三

月
十
三
日
の
間
、
全
国

一
斉
に
火
災
予
防
運
動

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

最
近
、
松
く
い
虫
被

害
林
等
の
伐
採
後
地
の

火
入
れ
（
山
焼
き
）
が
見

受
け
ら
れ
ま
す
が
、
こ

れ
ら
火
入
れ
は
集
め
焼

ぎ
に

つ
い
て
も
町
長
の

許
可
が
必
要
で
す
。

申
請
用
紙
は
、
森
林

組
合
に
あ
り
ま
す
の
で
、

消
防
団
（
分
団
長
）
と
隣

接
所
有
者
の
承
諾
を
得

て
届
け
出
て
下
さ
い
。

”
火
“
を
使
つ
者
は
、

”
火
“
の
恐
さ
を
よ
く
認

識
し
、
細
心
の
注
意
を

も
っ
て
、
火
事
“
を
出
さ

な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

昭
和
五
十
三
年
度

国
の
教
育
モ
ニ
タ
ー
募
集

.r 

ますま す頑張 りますと決意 も新たに

―
-
＋
四
氏
鼈
●
彰

心
身
共
に
健
康
な
老
人

※
行
政
相
談
貝

※
文
部
省
教
育
モ
ニ
タ
ー
で
あ

っ
た
人
。

◎
申
込
期
限

昭
和
五
十
三
年
三
月
十
日
（

郵
便
の
場
合
は
到
着
）

◎
申
込
先

松
山
市

一
番
町
四
ー
ニ

愛
媛
県
教
育
委
員
会
事
務
局

総
務
班

6
（
松
山
）
四

―
|

l
ニ

―
二

家
庭
や
地
域
の
中
で
、
心
身

共
に
健
康
で
活
躍
さ
れ
て
い
る

お
年
よ
り
二
十
四
人
の
皆
さ
ん
が
、

こ
の
ほ
ど
肱
川
町
健
康
優
良
老

人
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
皆
さ
ん
は
、
各
地
域
の

老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
推
せ
ん
さ
れ

た
も
の
で
、
推
せ
ん
の
基
準
は

身
体
の
健
康
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
特
に
心
を
重
視
し
、
明
る

い
家
庭
、
明
る
い
地
域
づ
く
り

の
た
め
に
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る

方
々
で
す
。

表
彰
式
は
‘
一
月
二
十
九
日
、

趣
味
の
作
品
展
の
表
彰
式
と
あ

わ
せ
て
行
わ
れ
、
今
後
も
な
お

い
っ
そ
う
頑
張
る
ぞ
と
、
決
意

を
新
た
に
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

、
茎
こ
め
て
書
い
た
手
紙
が

届
か
な
か
っ
た
、
小
包
み
の
中

し
“
郵
便

身
が
な
く
な
っ
て

た
ー

_
そ
ん
な
と
き

「書
留
に
し
な
か
っ

た
の
で
調
べ
よ
う
が

な
い
の
で
は
な
い
か
」

な
ど
と
あ
き
ら
め
な
い
で
、
お

近
く
の
郵
便
局
へ
申
し
出
て
く

所
、
差
し
出
し
日
時
な
ど
を
聞

い
て
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
必
要

だ
さ
い
。
郵
便
局
で
は
、
郵
便

物
の
種
類
、
内
容
、
差
し
出
し
場

な
調
査
を
し
、
一
ヵ
月
以
内
に
、

本
人
に
回
答
し
ま
す
。
事
故
の

大
半
は
、
調
査
の
結

＿
o一

番

“

果

、

原

因

が

わ

か

り

解
決
し
て
い
ま
す
。

の

ご

利

用

を

こ

の

制

度

を

郵

鷹
で
は
、

「一

0
-」
と

呼
ん
で
お
り
、
郵
便
物
専
門
の
、

い
わ
ば
＂
捜
査
網
“
で
す
。

◇心配ごと相談◇
‘‘お気軽に相談所へ、、

◎相談時間

各相談日とも 9時～16時

◎相談場所

町公民館心配ごと相談室

相談日 担当相談員

2月25日 宮本・下石相談員

3月5日 蔵田・坂本相談員

3月15日 楠野・山中相談員

3月25日 佐久保・戒野相談員

濠 2月25日は役場第 3会議室で行い
ます。

中 岩 予 大 中 小 正 地

津 谷 え 谷 野 藪 山 区

盃森本和気 森大森増 東藤 宮 本宮 新 ― 頭丘‘’‘ 大野根曽二宮 山内橋本 孟〗． 庶
野中小山 西浦上田

誓岡田田 川 好
サ 吉甲 ン`  キ権ハ賀寿 三 タナ
ワ 鹿 高 高士ヨ シケ 重 ミ 次 ナ

雄茂惣市 実箕廣市吉音 卯
穂佐雄定ケヨ ホヨ 悶ヨ 市衛 一雄 リマノ 稔 工 郎 ヱ 満

ヘ へへ へへへ /ヘ ヘ/へへへ へへへ/ヘ へへ へへへへ
90 80 80 79 76 86 81 80 77 77 77 84 80 84 79 85 81 88 81 86 80 85 77 76 
ヽ ヽ•-/..__, ヽ ヽ ヽ ‘一、一 ‘--’ ‘~ 、~ ‘`一 、•一ノ ......__....、．一 、一 、---、、- ヽヽ 、一 、ー、-ノ.、-

昭
和
五
十
二
年
度

健
康
優
良
老
人
表
彰
者

先
月
号
で
出
し
て
お
り
ま
し

た
長
寿
番
付
表
に
一
部
掲
載
漏

れ
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
わ

ぴ
し
て
追
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
漏
れ
て
い
た
の
は
山
槌

の
二
官
コ
マ
ノ
さ
ん
で
明
治
二

0
年
九
月
二
十
二
日
生
ま
れ
、

現
在
九

0
オ
で
二
宮
さ
ん
が
東

の
正
大
関
に
な
ら
れ
ま
す
。

1
1

お
わ
ぴ

II

贈与税の計算

·~ 
, 1..- ► 

（計算例）

（応を受けだ）
財産の価額

（基礎控除） （課税価格）

300万円ー60万円＝240万円

240万円X3596-28万円

=56万円

（睦与税額）

個人から財産をもらうとの後も引続き住む見込みで

贈与税がかかります。このあることが条件です。

贈与税は、一月一日から十この配偶者控除を受ける、

二月三十一日までの一年間ときは、贈与税の申告書に、

に、個人からもらった財産①戸籍謄（抄）本と戸籍の附

の合計額から基礎控除の六票の写し、②贈与を受けた

十万円を引いた残額にかか居住用不動産の登記簿謄（

ります。ですから、その年抄）本、③住民票の写しを添

中に個人からもらった財産付しなければなりません。

の価額が六十万円以下であそのほか、特別障害者のた

れば贈与税はかかりません。めに財産を信託し、その信

また、婚姻期間が二十年以託が一定の条件にあうとき

上の夫婦の間で、居住用不は、三千万円までは贈与税

動産かそれを買っための金はかかりません。

銭を贈与したときは、甚礎贈与税の対象となる財産

控除のほかに最高一千万円は、土地、建物、株式、預

が控除されます。ただし、金など、合銭に見積ること

これには、贈与を受けた人のできるすべてのものです。

が贈与を受けた年の翌年のですから、債務の免除や

三月十五日までにその居住肩代りなども贈与税の対象

用不動産に住んでおり、そとなります。
9999999999999999999999999999999999999999,． 

i表

一算

一速
iの

i税

i与

一贈

基の礎課税控価除後格 税率 控除額

％ 万円
50万円以下 10 
70 II 15 2 5 
100 II 20 6.0 
1 40 19 25 11 0 
200 II 30 18.0 
280 II 35 28.0 
400 II 40 42 0 
550 II 45 62 0 
800 II 50 89 5 

1,300 II 55 129.5 
2,000 11 60 194.5 
3,500 II 65 294 5 
7,000 II 70 469 5 
7,000万円超 75 819 5 

＿
税
の
知
識
＿

贈
与
税
の
あ
ら
ま
し

・・ ．、


